
今週の「人プロ」第１２回

令和６年９月１３日（金）

障害者について児童と考える

人プロ １３８ページ



想像してみてください

１０月下旬のある肌寒い日の中休み
担任をしていない中学年の児童が半袖の
中に両腕を曲げてしまい、
「おれ、障害者だから！！」と

ニコニコと友達に話していました。
そこに通りかかったあなた（先生）…

あなた（先生）は、なんと声を掛けますか？

★人権感覚は摩耗する→磨き続ける（その都度勉強し直す）

★子どもの人権問題→アンテナを高く「なんかおかしい」の感覚を大切にする。
→人権について考えさせるチャンス 一人で抱えず周りと連携を図る



文部科学省「心のバリアフリーノート」
児童生徒が、様々な心身の特性や考え方をもつ全ての人々が相互に理解を深めようとコミュニケー
ションをとり、支え合う「心のバリアフリー」に関する理解を深めることができるように、各学校において
指導の一助として御活用いただけるよう、「心のバリアフリーノート」を作成・公表しています。

https://www.me
xt.go.jp/a_menu
/shotou/new-
cs/1394142.htm
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